
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 22 年度ひた市民環境会議総会資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と き  平成 23 年 3 月 23 日（水） 午後 7 時～ 

ところ  日田市役所 7 階 中会議室 



  

 
総 会 次 第 

 

 

 

１．開会 

 

２．会長挨拶 

 

３．活動経過報告及び事務局報告 

 Ⅰ ワーキングチーム報告（各 7 分程度）・・・・・・・・・・・・・P１ - P３ 

   ➀ エネルギー部会・・・・・・・P１ 

   ② リサイクル・景観部会・・・・P２ 

   ③ 水と森部会・・・・・・・・・P2 – P3 

 

 Ⅱ 事務局報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P４ - P８ 

  ⑴ 平成 22 年度実績・・・・・・・・・・・・・・・・P４ - P７ 

   ① 市民環境講座・・・・・・・・P４ 

   ② 環境パネル展・・・・・・・・P４ 

   ③ 企画運営会議・・・・・・・・P５ 

④ その他の会議・・・・・・・・P６ 

   ⑤ ホタル通信・・・・・・・・・P６ – P７ 

  ⑵ 平成 23 年度活動（案）について・・・・・・・・・P8 

   ① 市民環境講座事業について・・P８ 

   ② 環境パネル展事業について・・P８ 

   ③ その他（年度当初予定）・・・ P８ 

  ⑶ ひた市民環境会議運営に関する市予算・・・・・・・P8 

 

４．その他 

 

５．閉会 

 

 

☆特別講演（20 時からの予定） 

      講 師：財 津 忠 幸 氏 

      演 題：「日田の森林と水の環境」 
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１．開会 

 

２．会長挨拶 

   ひた市民環境会議 会長 清 水 文 雄 氏 

 

３．活動経過報告及び事務局報告 
 

 Ⅰ ワーキングチーム報告 

  ➀ エネルギー部会 

月 日 行事名 場所 出席 内部会員 協議・活動内容 

4 月 7 日 ・第 98 回ワーキング会議 201 会議室 8 名 5 名 
・平成２２年度活動計画について 

・役員の選出について 

5 月 6 日 ・第 99 回ワーキング会議 304 会議室 6 名 4 名 
・第２次日田市環境基本計画市民・事業

者の行動指針等について 

6 月 3 日 ・第 100 回ワーキング会議 601 会議室 9 名 7 名 
・自然エネルギー利用可能性調査、エコ

ツーリズムについて 

・環境講座について 

6 月 27 日 ・自然エネルギー現地調査 大山町 7 名 5 名 ・小水力発電現地調査 

7 月 8 日 ・第 101 回ワーキング会議 
水郷ひたづ
くり推進課

8 名 6 名 
・現地調査報告 

・エコツーリズムについて 

8 月 5 日 ・第 102 回ワーキング会議 601 会議室 8 名 5 名 ・エコツーリズムについて 

9 月 2 日 ・第 103 回ワーキング会議 201 会議室 8 名 6 名 ・市民環境講座について 

10 月 1 日 ・第 104 回ワーキング会議 201 会議室 7 名 5 名 ・市民環境講座について 

11 月 2 日 ・第 105 回ワーキング会議 201 会議室 5 名 2 名 
・市民環境講座について 

・自然エネルギー適地探しについて 

11月 26日 市民環境講座 

「自然エネルギー現地見学会」
市内全域 23 名 5 名 ・市内の自然エネルギー施設の現地見学会

12 月 3 日 ・第 106 回ワーキング会議 201 会議室 7 名 4 名 
・環境講座の報告 

・自然エネルギー適地探しについて 

1 月 12 日 ・第 107 回ワーキング会議 201 会議室 6 名 4 名 
・自然エネルギー適地探し 

・広報誌「えねなび」について 

2 月 4 日 ・第 108 回ワーキング会議 201 会議室 6 名 3 名 
・自然エネルギー適地探し 

・自主行動計画について 

3 月 4 日 ・第 109 回ワーキング会議 201 会議室 6 名 4 名 ・環境パネル展の準備 

3 月 11 日 ・第 110 回ワーキング会議 201 会議室 7 名 5 名 ・環境パネル展の準備 

【主な活動】自然エネルギー適地探しのチラシを作成（公民館館長会で説明し、各公民館に 100 部ずつ設置） 
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  ② リサイクル・景観部会 

月 日 行事名 場所 出席 内部会員 協議・活動内容 

5 月 12 日 第 93 回ワーキング会議 201 会議室 １０名 ７名 年間事業計画協議ほか 

5 月 22 日
～23 日 

ひろえば街が好きになる運動
JR 駅前 

隈町公園 
３５名 ６名 ひろえば街が好きになる運動 

6 月 9 日 第 94 回ワーキング会議 201 会議室 １３名 １０名
ひろえば街が好きになる運動報告 

年間事業計画の決定 

7 月 21 日 第 95 回ワーキング会議 201 会議室 １１名 ８名 取組について協議 

8 月 19 日 第 96 回ワーキング会議 201 会議室 ９名 ６名 取組について協議 

9 月 8 日 
市民環境講座 
エコクッキング 

中央公民館 １４名 7 名 エコクッキング（環境講座） 

9 月 24 日 啓発活動 大原参道 ７名 ４名 放生会期間中のポイ捨て防止啓発 

10 月 13 日 第 97 回ワーキング会議 302 会議室 １０名 ７名 景観散策の取組について 

11 月 12 日 第 98 回ワーキング会議 月隈公園 ９名 ６名 景観散策（月隈公園周辺） 

12 月 8 日 第 99 回ワーキング会議 いちふく ７名 ４名 懇親会 

1 月 13 日 第 100 回ワーキング会議 201 会議室 １０名 ７名 環境パネル展内容検討 

2 月 16 日 第 101 回ワーキング会議 301 会議室 １０名 ７名 環境パネル展準備 

3 月 9 日 第 102 回ワーキング会議 201 会議室 １０名 ７名 環境パネル展準備 

【主な活動】①ひろえばまちが好きになる運動    ②放生会期間中のポイ捨て防止啓発活動 

 

 

  ③ 水と森部会 

月 日 行事名 場所 出席 内部会員 協議・活動内容 

4 月 27 日 第 100 回ワーキング会議 601 会議室 15 名 11 名
・企画運営会議報告 

・大山ダム環境調査会 

5 月 18 日 第 101 回ワーキング会議 201 会議室 9 名 3 名

・定期水質調査について 

・大山ダム見学会について 

・ホタル調査の実施について 

・「えひめＡＩ」効果実験 

5 月 26 日 水質調査（国交省） 台霧の瀬 ― ― ・水質調査実施 

5 月 26 日 「えひめＡＩ」水質浄化実験 二串町 ― ― ・二串町防火用水にえひめＡＩを設置 

6 月 6 日 大山ダム見学会 大山ダム 19 名 16 名 ・大山ダム見学 

6 月 9 日 ホタル調査 
庄手川 

花月川 
5 名 5 名 ・庄手川、花月川ホタル調査 

6 月 15 日 第 102 回ワーキング会議 101 会議室 9 名 7 名

・定期水質調査について 

・ホタル調査について 

・大山ダム見学会について 

・えひめＡＩ水質浄化実験 
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月 日 行事名 場所 出席 内部会員 協議・活動内容 

7 月 20 日 第 103 回ワーキング会議 201 会議室 9 名 7 名

・企画運営会議報告 

・「えひめＡＩ」効果実験報告 

・広葉樹「自然の森づくり」 

・定期水質調査について 

8 月 9 日 広葉樹「自然の森づくり」 萩尾実験地 4 名 4 名 ・通路の草刈 

8 月 17 日 第 104 回ワーキング会議 601 会議室 10 名 8 名

・定期水質調査について 

・広葉樹「自然の森づくり」 

・企画運営会議報告 

8 月 20 日 水質調査（国交省） 台霧の瀬 ― ― ・台霧の瀬 

9 月 4 日 広葉樹「自然の森づくり」 萩尾実験地 7 名 7 名 ・ツル、カヤ等の刈払い 

9 月 21 日 第 105 回ワーキング会議 302 会議室 9 名 7 名
・定期水質調査 

・広葉樹「自然の森づくり」 

・水郷ひた再生清流復活見学会について

10 月 19 日 第 106 回ワーキング会議 201 会議室 11 名 9 名
・定期水質調査について 

・広葉樹「自然の森づくり」 

・水郷ひた再生清流復活見学会について

11 月 16 日 第 107 回ワーキング会議 302 会議室 7 名 5 名
・広葉樹「自然の森づくり」 

・水郷ひた再生、水量増加の市民報告会

 について 

12 月 21 日 第 108 回ワーキング会議 宝屋 12 名 9 名
・水郷ひた再生、水量増加の市民報告会

について 

・懇親会 

1 月 18 日 第 109 回ワーキング会議 201 会議室 9 名 7 名
・定期水質調査について 

・水郷再生の活動について 

2 月 15 日 第 110 回ワーキング会議 201 会議室 9 名 7 名
・定期水質調査について 

・水郷再生の活動について 

2 月 25 日 水質調査（国交省） 台霧の瀬 ― ― ・水質調査の実施 

3 月 9 日 
市民環境講座 

「よみがえれ 水郷ひたの清流」 

ダム・発電所・河川見学会 

日田市内 

全域 
37 名 6 名

・下筌・松原ダム、大山川ダム、 

九電日田電力所、高瀬川ダム、 

柳又発電所、三隈川 

3 月 15 日 第 111 回ワーキング会議 302 会議室 8 名 6 名 ・環境パネル展の準備（予定） 

【主な活動】①大山ダム見学会           ②水生生物調査 
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 Ⅱ 事務局報告 
 

  ⑴ 平成２2 年度実績報告 

  ① 市民環境講座 

参加者 
開講日 演  題 担当 講 師 名 

受講生 部会員・外

第１講 ９／８ 「エコクッキング」 リサ 
ひた市民環境会議 
リサイクル・景観部会 梶原償子

11 名 ７名 

第２講 11／26 「自然エネルギー現地見学会」 エネ 各自然エネルギー施設職員 23 名 7 名 

第３講 3／9 

「よみがえれ 水郷ひたの清流」

下筌・松原ダム、大山川ダム、

九電日田電力所、高瀬川ダム、

柳又発電所、三隈川 見学会 

水森 
・ひた市民環境会議 

水と森部会 財津忠幸 
・他各施設職員 

29 名 8 名 

※リサ＝リサイク･景観部会、エネ＝エネルギー部会、水森＝水と森部会 計 63 名 22 名 

 

  ◎ 受講生の推移 

 Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ 

講座回数（回） ６回 ７回 ６回 ６回 ７回 ６回 

延べ参加者数（名） 244 名 242 名 211 名 122 名 
198 名 

(320 名) 

92 名 

(255 名) 

 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ ― 

講座回数（回） ５回 ４回 ４回 ４回 ３回 ― 

延べ参加者数（名） 
40 名 

(219 名) 

123 名 

(202 名) 

124 名 

(165 名) 

141 名 

(175 名) 

63 名 

(85 名) 
― 

  ＊１ （ ）は受講生以外の者も含む総数。 

  ＊２ 平成１９年度以降は、年間を通じた受講生を募集せず、講座毎ごとに募集。 

 

   ② 環境パネル展 

    ・と  き  平成２３年３月２２日（火）～３月２５日（金） 

    ・と こ ろ  市役所 １階 ロビー 

    ・実施概要  これまでの活動の成果をパネル展示し、ひた市民環境会議を広く市民に周知す

るとともに、環境保全の啓発の機会とする。 

    ◎ パネル展の様子（写真は昨年度のパネル展の様子） 
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  ③ 企画運営会議 

月 日 行事名 報告事項・議事 決定事項等 

5 月 21 日（金） 第 1 回企画運営会議 

（報告事項） 
・環境基本計画 WG との意見交換会に 

ついて 
・先進地視察報告 

（京エコロジーセンター） 
（議事） 
・市民環境会議の位置づけと環境基本計

画の環境行動指針等について 
・ワーキンググループの素案について 

・環境行動指針については委員それ
ぞれが次回会議までに検討する。

・ワーキンググループで環境基本計
画の素案について検討している
が、まだ骨子の段階にあるような
ので、計画としての素案がある程
度が固まった時点で検討する。 

6 月 30 日(水) 第 2 回企画運営会議 

（議事） 
・平成 22 年度 企画運営会議 会長・副会長

選出 
・各部会の年間活動計画の概要について
・市民環境講座の概要について 
・市民・事業者の環境行動指針とリーデ

ィングキャンペーンについて 
・エコロジーセンターについて 

・会長をリサイクル・景観部会の清
水氏に、副会長をエネルギー部会
の成毛氏に決定。 

・市民環境講座については、他の部
会員も含めた多くの方々に参加し
てもらえるよう、フィールドワー
ク的な要素を取り入れたものにす
る方向で、各部会で再度検討。 

・行動指針は、検討に時間がかかり
すぎることから、事務局一任に。

・エコロジーセンターの設置に取り
組む前に、まずは連絡協議会を設
置してみて、エコロジーセンター
がどうしても必要となった場合に
考えるべき。（意見の一部） 

７月２７日（水） 第 3 回企画運営会議 

（議事） 
・市民・事業者の環境行動指針（案） 

について 
・行動指針の実行性について 
・第 2 次日田市環境基本計画の骨子 

（案）について 

・行動指針については、細かな
修正はあるが概ね承認。第３
回会議の意見を踏まえ、第 4
回会議までに案を修正する。 

・行動指針の実行性の担保につ
いては、事務局案を概ね承認。
自主行動計画の策定について
環境基本計画に盛り込む。 

・環境基本計画の骨子（案）に
対する意見は特になし。 

8 月 20 日（金） 第 4 回企画運営会議 

（議事） 
・市民・事業者の環境行動指針（案） 

について 
・第 2 次日田市環境基本計画素案（案）

について 
・緑のカーテンコンテスト審査員に 

ついて 
・日田市環境基本計画（第 1 次計画）

の進捗状況について 

・市民・事業者の環境行動指針（案）
については、事務局案を承認。 
（策定委員会に審議の場を移す）

・環境基本計画素案（案）を市民環
境会議として承認。個別の意見に
ついては後日事務局と協議。 

・緑のカーテンコンテスト審査員を
エネルギー部会の成毛氏に決定。

・日田市環境基本計画の進捗状況を
事務局から報告。 

9 月 28 日（火） 第 5 回企画運営会議 

（議事） 

・第 2 次日田市環境基本計画素案（案）

作成の進捗状況について 

・市民環境講座について 

・環境基本計画の原案が 10 月 4 日
で完成する予定のため、今後のス
ケジュールを説明。 

・市民環境講座の計画について各部
会長から報告。 

・環境パネル展を例年通り 3 月下旬
に実施することについて承認。 

11 月 4 日（木） 第６回企画運営会議 
・第 2 次日田市環境基本計画原案に 

対する意見について 

・パブリックコメントの実施に伴い
企画運営会議メンバーから環境基
本計画原案に対する意見を募る。

3 月 1 日（火） 第７回企画運営会議 

（議事） 

・環境パネル展の実施について 

・平成 23 年 総会の実施について 

・パネル展について事務局案を承認。
・第 2 次日田市環境基本計画に掲げ

られた市民・事業者の自主行動計
画について、平成 23 年度から企
画運営会議において少しずつ議論
することに決定。 

 



 6

  ④ その他の会議 

月 日 行事名 協議事項 主な意見・決定事項 

4 月 1 3 日 （ 火 ） 
第2回エコロジーセン

ター検討委員会 

・エコロジーセンター

について 

・市民環境会議の現状

について 

・まずは連絡協議会的な組織を作ってみて、その上でどうしても
機能面について必要があるということになればエコロジーセ
ンターを設置する方向で考えるべきではないか。箱物が先にあ
って何が必要なのかの議論がなされていない。 

・エコロジーセンターと今後の市民環境会議のあり方について、
環境基本計画 WG との意見交換会で探っていく。 

4 月 2 3 日 （ 木 ） 

市民環境会議と環境基

本計画 WG の意見交

換会 

・行政と市民の協働の

促進について 

・市民・事業者の環境

行動指針の実行性の

担保について 

・エコロジーセンター

について 

・もともと市民環境会議は、環境基本計画の進行管理と行政に対
する提言によって、次の計画への橋渡しや市民への啓蒙を役割
とするはずであった。しかしながら、月日が流れるにつれて会
員が入れ替り、また行政からの説明も不足したことから、それ
を把握している人が少なくなってしまった。 

・今回の計画において、再度、市民環境会議の立ち位置をはっき
りとさせることで、行政との協働を促進していく。そのために
も、企画運営会議でしっかりと議論していくこととする。 

・環境基本計画 WG の今田リーダーから、環境行動指針につい
ては推進主体である市民環境会議が自らの意見に基づいて策
定し、進捗状況を管理していってほしいとの提言。 

・今後は、エコロジーセンター、行動指針及びその実行性につい
て企画運営会議の回数を増やし議論していくことに決定。 

 

   ⑤ ホタル通信（広報ひた 平成 23 年 1/1 号、2/1 号、3/1 号） 

     広報ひた「環境について考える」コーナーにて、各部会の活動報告を行うとともに、 

市民環境会議の部会員の募集についても併せて周知を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎広報ひた 1/1 号 エネルギー部会
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◎広報ひた 2/1 号 水と森部会 

◎広報ひた 3/1 号 リサイクル・景観部会
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⑵ 平成２3 年度の活動（案）について 

   ➀ 市民環境講座事業について 

    ア）事業目的 

      ・ 市民の環境保全意識の高揚や自発的行動の促進を目的として開催する。 

    イ）事業実施 

      ・ 本年度の実績等を踏まえ、引続き市民向けの環境講座として開催するものとする。ま

た、本年度 7 回開催した企画運営会議において決定したとおり、今後は特にフィールド

ワーク的な要素を取り入れ、市民が参加して学習できるような講座を目指す。 

      ・ 開催日程や部会ごとの講座数等の実施要領については、企画運営会議で協議の上決定

する。 

 

   ② 環境パネル展事業について 

    ア）事業目的 

      ・ これまでの活動の成果をパネル展示し、ひた市民環境会議の存在を広く市民に周知す

るとともに、環境保全に関する啓発の機会とする。 

    イ）事業実施 

      ・ 開催日程や事業実施方法等については、企画運営会議で協議の上決定する。 

 

   ③ その他（年度当初の活動の予定） 

区分 ア．企画運営会議 イ．各 部 会 備考 

４月 ― 
・部長、副部長の選出 

・２3 年度活動計画の検討 
 

５月 ― ・２3 年度活動計画の策定  

６月 

・企画運営会議（新旧合同） 

 ①役員体制の決定 

 ②年間計画の決定 

 （講座予算等の調整） 

・年間計画に基づく活動の開始 

・環境講座（２月までに実施） 
 

７月

以降 

・市民の自主行動計画について

検討 
～ 6 月と同じ ～ 

・23 年度は 2～3 回

程度、企画運営会

議で検討を予定 

 

⑶ ひた市民環境会議運営に関する市予算（443,000 円） 

   ➀ 一般活動事業費経費       【消耗品、郵便料（会議案内）】 

   ② 市民環境講座経費        【講師謝礼・旅費・食料費、保険料、バス借上料等】 

   ③ 環境パネル展経費        【消耗品費】 

 

４．その他 

 

５．閉会 

 

 

95,000 円

308,000 円

40,000 円
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【参考１】 

ひた市民環境会議会則 

（目 的） 

第 1 条 日田市域の市民､事業者､行政が協働して環境保全活動を展開し､もって地域の良好な環境の保全を

確保し、地球環境保全に貢献する「環境共生都市」を実現することを目的として､ひた市民環境会議を設

立する。 

 

（活 動） 

第２条 ひた市民環境会議は､前条の目的を達成するため次の活動を行う。 

（1）日田市環境基本計画の進行管理に関すること 

（2）具体的な環境保全活動の企画・実践および支援 

（3）環境に配慮した市民行動普及のための情報交流および広報 

（4）日田エコロジーセンターに関すること 

（5）その他ひた市民環境会議の目的に沿った活動 

 

（構 成） 

第３条 ひた市民環境会議は、第１条の目的に賛同し、日田市域で生活又は事業を営む市民、事業者、行政

で構成する。 

 

（役 員） 

第４条 ひた市民環境会議に次の役員を置く。 

（1）会 長 1 名 

（2）副会長 若干名 

２ 会長は、企画運営会議の議長をもって充て、会議を代表する。 

３ 副会長は、会長の推薦及び企画運営会議の承認により決定し、会長に事故あるときは共同してその職務

を代行する。 

４ 役員の任期は 1 年とし、再任を妨げない。 

 

（企画運営会議） 

第５条 第２条の活動を推進するため、企画運営会議を置く。 

２ 企画運営会議は、ワーキングチームの部長・副部長、環境基本計画策定に関与した者で現にワーキング

チームで活動している者等で構成する。 

３ 構成員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

４ 企画運営会議の議長は、企画運営会議構成員の互選により決定する。 

５ 企画運営会議は、第２条に定めるもののほか、次の活動を行う。 

（1）具体的環境保全活動計画の取りまとめ 

（2）ワーキングチームの設置及び運営に関する調整 

（3）市民、事業者、各種団体への広報及び情報の収集・提供 

（4）年次活動報告の取りまとめ 

（5）その他ひた市民環境会議に関する事項の立案 
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（アドバイザー） 

第６条 ひた市民環境会議は、活動の円滑な推進を図るため、必要に応じてアドバイザーを置くことができ

る。アドバイザーは、ひた市民環境会議の活動において必要な助言をする。 

 

（ワーキングチーム） 

第７条 企画運営会議の下に、ワーキングチームを複数置くことができる。 

２ ワーキングチームは、企画運営会議の構成員および市民公募により参画を希望する者により構成する。

参加人数の制限はしない。 

３ 各チームに部長を 1 名、副部長を若干名置く。 

４ ワーキングチームは、ひた市民環境会議の活動方針に基づき、具体的行動計画の立案、実践及び支援な

ど、協力して必要な活動を行う。 

 

（総 会） 

第８条 ひた市民環境会議参加者全員による総会を原則として年１回開催する。また、必要に応じ会長は臨

時総会を開くことができる。 

 

（事務局） 

第９条 ひた市民環境会議の事務局は、当面、日田市田島２丁目６－１（市民環境部水郷ひたづくり推進課

及び廃棄物対策課）に置くが、運営状況により決定する。 

 

（委 任） 

第１ ０条 この会則に定めるもののほか必要な事項は、会長が定める。 

 

附 則 

 この会則は、平成１３年１２月１１日から施行する。 

附 則 

 この会則は、平成１８年３月１６日から施行する。 

附 則 

 この会則は、平成２０年４月１日から施行する。 

 

【参考２】 

ひた市民環境会議設立趣意書 

２１世紀は地球環境時代。私たちはあらゆる活動場面で、「環境」のことを考えなければならない、もはや待

ったなしの時期にきています。環境問題が私たちの日常生活や事業活動に起因している以上、従来の意識と

ライフスタイル、そして社会のシステムを変えていかなければなりません。 

水と緑に恵まれたここ日田市において、このかけがえのない地球を未来の子どもたちに残すため、私たち、

市民・事業者・行政がともに手を取り合いながら、活動をはじめます。一人ひとりができることはささやか

でありますが、力をあわせることにより、確かな一歩を踏み出します。 

平成 13 年 12 月 11 日

 

 




